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創
立

一
〇
周
年
記
念

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
旅

ポ
ー
ラ
ン
ド
を
飛
行
機
で
縦
断

日
本
協
会
と
の
楽
し
い
交
流
も
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か
ね
て
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た

「
創
立

一
〇
周
年
記
念
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
旅
」
の
概

略
が
決
ま
り
ま
し
た
。
本
年

（
一
九
九
七

年
）
十
月
四
日
か
ら
約

一
週
間
の
予
定
で

ポ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
問
し
ま
す
。
ヮ
ル
シ
ャ

ワ
か
ら
主
訪
間
先
の
ウ
ッ
ジ
、
ク
ラ
コ
フ

を
経
由
し
て
、
空
路
バ
ル
ト
海
沿
岸
の
グ

ダ
ニ
ス
ク
ヘ
と
向
か
う
ポ
ー
ラ
ン
ド
縦
断

の
ュ
ニ
ー
ク
な
旅
で
す
。

ウ
ッ
ジ
で
は
、
日
本
協
会
の
メ
ン
バ
ー

や
市
民
と
交
流
し
ま
す
。
在
ウ
ッ
ジ
の
吉

田
勝

一
さ
ん
と
協
力
し
て
、
音
楽
会
や
旬

会
な
ど
楽
し
い
催
し
も
の
を
考
え
て
い
ま

す
。ク

ラ
ク

フ
は
戦
災
を
ま
ぬ
か
れ
た

「ポ
ー
ラ
ン
ド
の
京
都
」
で
す
。
市
内
観

光
の
ほ
か
に
演
劇
や
コ
ン
サ
ー
ト
も
楽
し

め
る
で
し
ょ
う
。

グ
ダ
ニ
ス
ク
は
、
ハ
ン
ザ
同
盟
時
代
か

ら
の
商
業
都
市
で
、
ヮ
レ
サ
の

「連
帯
」

で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

戦
災
を
受
け
た
街
並
は
市

民
の
手
に
よ

っ
て
完
全
に

復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
旅
で
は
、
教
会
で
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演́
奏
を

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
訪
問
団
は
、
本
協

会
の
会
員
以
外
に
も
開
か

れ
て
い
ま
す
。
皆
様
お
さ

そ
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数

ご
参
加
下
さ
い
。
費
用
や

申
込
方
法
な
ど

の
詳
細

は
、
本
紙
の
２
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。

日
程

（案
）

□
十
月
四
日

（
土
）
成
田

―
ワ
ル
シ
ャ
ワ

（
ホ
テ
ル

__´

^、“

pr2●  Balt,ck

孟滋́ ク

フ
ォ
ー
ラ
ム
）

□
十
月
五
日

（
日
）
ホ
テ
ル
で
朝
食
後

ウ
ッ
ジ
に
向
か
う

（
コ
ー
チ
に
て
）
。
途

中
、
シ
ョ
パ
ン
の
生
家
と
コ
ル
ベ
神
父
の

教
会
を
見
学
。
ウ
ッ
ジ
で
昼
食
。
日
本
協

会
と
交
流
。
宿
泊
。

（
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
）

□
十
月
六
日

（月
）
ホ
テ
ル
で
朝
食
後
、

コ
ー
チ
に
て
ク
ラ
コ
フ
ヘ
。
途
中
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
昼
食
。
夕
食
と
宿
泊
。

（ホ
テ

ル
ク
ラ
コ
ビ
ア
）

□
十
月
七
日

（火
）
ホ
テ
ル
で
朝
食
。
バ
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ベ
ル
城
見
学
を
含
め
、
半
日
観
光
。
昼
食

後
、
岩
塩
鉱
の
ヴ
ァ
リ
ツ
カ
ヘ
。
夕
食
と

宿
泊
。

（ホ
テ
ル
ク
ラ
コ
ビ
ア
）

□
十
月
八
日

（
水
）
ホ
テ
ル
で
朝
食
後
、

コ
ー
チ
に
て
ク
ラ
コ
フ
空
港

へ
。
９
時
１

０
分
ク
ラ
コ
フ
発
ワ
ル
シ
ャ
ワ
ヘ
。
１
０

時
５
０
分
ワ
ル
シ
ャ
ワ
空
港
か
ら
グ
ダ

ニ

ス
ク
ヘ
。
昼
食
後
、
半
日
観
光
。
夕
食
と

宿
泊
。

（ホ
テ
ル
ヘ
ベ
リ
ウ
ス
）

□
十
月
九
日

（木
）
ホ
テ
ル
で
朝
食
。

マ

ル
ボ
ー
ク
ヘ
遠
出
。
お
昼
に
オ
リ
ワ
で
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
を
聴
く
。
昼
食
。

フ
リ
ー
タ
イ
ム
。
グ
ダ
ニ
ス
ク
駅
１
７
時

１
０
分
発
の
列
車
で
ワ
ル
シ
ャ
ワ
ヘ
。
２

０
時
２
２
分
着
。
ホ
テ
ル
で
夕
食
。

（
ホ

テ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

□
十
月
十
日

（金
）
ホ
テ
ル
で
朝
食
。
観

光
と
自
由
行
動
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
。

夕
食
と
宿
泊
。

（
ホ
テ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

□
十
月
十

一
日

（
土
）
ホ
テ
ル
で
朝
食

後
、
コ
ー
チ
に
て
空
港
へ
。
機
中
泊
。

□
十
月
十
二
日

（
日
）
午
前
中
、
成
田
着

費

用

□
航
空
運
賃

（成
田

・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
）

一
四
〇
、
○
○
○
円

ロ
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
旅
行
の
費
用

（
ホ
テ

ル
、
食
事
、
コ
ー
チ
費
用
、
国
内
航
空
料

金
、
グ
ダ
ニ
ス
ク

・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
間
の
列

車
の

一
等

コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
等
を
含

む
）
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
、
○
○
○
円

□
通
訳
等
雑
費
　
　
　
一
〇
、
○
○
○
円

＾
合
計
〉
　

一
一五
〇
、
○
○
○
円

他
に
成
田

ｏ
札
幌
間
往
復
航
空
料
金
、

前
泊
ホ
テ
ル
代
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
ビ
ザ
代
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
で
の
観
劇
、
音
楽
会
等

（
オ
プ
シ
ョ
ン
）
の
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
料
金
は
二
十
名
の
参
加

を
見
込
ん
で
計
算
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

参
加
実
人
数
に
よ
っ
て
は
多
少
金
額
が
変

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
日
程
の
一
部
は
、
都
合
に

よ
り
予
告
な
し
に
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
‘

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ヽ
一ヽ

■

参
珈
を
希
望
す
る
方
ま
た
は
参
加
を
お

考
え
の
方
は
、
同
封
の
調
査
用
紙
に
記
入

の
上
、
左
記
ま
で
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
郵

送
で
お
送
り
下
さ
い
。

一ギ
一

含
＞
ｘ
〉き
二
‐い銘
‐８
〓
（小
笠
原
）

〈郵
〓
丸
〉
江
別
市
大
麻
園
町
２
８
１

丼
′・１
８
　
小
笠
原
正
明

〈問
い
　
・
合
わ
せ
〉
小
笠
原
（〓
い
よ
お
０
、

斎
鞠
な
減
‐卜調
∞）、
佐
々
木
（∞いや

０惨
こ
、
小
林
（お
い‐歌
ざ
）
（ヵ
ッ

ユ
●
は
電
話
番
号
で
、
市
外
局
番

は
い
ず
れ
も
８
じ

ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
、
お
体
の
調
子
子
の
後

い
か
が
で
す
か
。
あ
ん
な
に
楽
し
み
に
し

て
い
た
池
田
行
き
が
、
思
い
が
け
な
，い
病

気
で
行
け
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。

『
ワ
イ

ン
ま
つ
り
』
に
行
く
と
き
は
、
ど
ん
な
服

装
で
行
け
ば
い
い
の
と
、
ま
る
で
子
ど
も

の
頃
の
遠
足
の
こ
と
を
思
い
出
す
よ
う
な

ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
の
キ
ラ
キ
ラ
と
光

っ
た
目

を
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
来
年
も
き

っ
と
計

画
さ
れ
る
と
思
う
の
で
、
今
し
ば
ら
く
体

力
回
復
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
ハ
リ
ー
ナ

さ
ん
ば
か
り
で
な
く
、
お
も
わ
ぬ
事
が
重

な
り
当
初
の
計
画
の
大
型
バ
ス
を
貸
切

っ

て
池
田
に
行
く
こ
と
が
不
可
能
と
な
り
、

急
に
乗
用
車
二
台
で
ゆ
く

『
ワ
イ
ン
ま
つ

り
』
ツ
ァ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

の
ん
び
り
草
を
食
む
牛
た
ち
を
眺
め
た

り
、
季
節
の
色
と
防
風
林
が
ア
ク
セ
ン
ト

を
つ
け
る
畑
を
ぬ
け
、
い
く
ら
走

っ
て
も

心
地
よ
い
静
け
さ
と
窓
辺
の
風
景
は
私
に

は

『
デ

ッ
カ
イ
ド
ウ
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
．』
で

し
た
。
き

っ
と
ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
が

一
緒
に

行

っ
て
い
た
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
田
舎
の
景

色
を
思
い
出
し
た
と
思
い
ま
す
よ
。

エ
ゾ

マ
ツ
ｏ
ト
ド

マ
ツ

。
ダ
ケ
カ
ン
バ

な
ど
の
深
い
原
生
林
カ
ー
プ
を
重
ね
て
白

樺
林
が
見
え
て
く
る
と
、
そ
こ
は

『樹
海

ロ
ー
ド
』
と
名
づ
け
ら
れ
た
雄
大
な
眺
め

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
道
で
し
た
。

今
回
は
寄
り
道
も
自
由
に
で
き
、
神
田

日
勝
記
念
館
に
も
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
日

勝
の
こ
と
は
、

ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
知
ら
な
い

で
し
ょ
う
。

『
農
民
画
家
」
と
言
わ
れ
る

の
を
嫌

っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
開

拓
農
民
の
二
代
日
と
し
て
農
業
を
営
み
な

が
ら
絵
筆
を
握
り
、
存
在
感
あ
ふ
れ
る
絵

を
描
き
つ
づ
け
二
十
二
才
の
若
さ
で
他
界

し
た
ん
だ
そ
う
で
す
。
日
勝
記
念
館
の
建

物
の
正
面
の
壁
に
も
馬
が
描
か
れ
て
い
ま

し
た
。
死
を
前
に
し
て
描
き

つ
づ
け
た

「
馬
」
が
絶
筆
と
な

っ
た
そ
う
で
す
が
、

未
完
成
に
終
わ
り
、
二
本
の
前
足
で
バ
ラ

ン
ス
を
と

っ
て
立

っ
て
い
る
絵
で
し
た

が
、
切
な
い
ほ
ど
悲
し
い
目
に
え
が
か
れ
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一　／

て
い
て
ヽ
こ
れ
を
み
る
と
多
く
の
可
能
性

を
残
し
な
が
ら
、
こ
の
世
を
去

っ
た
日
勝

自
身
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
よ
う
に
お
も

え
ま
し
た
。
寄
り
道
つ
い
で
に
千
代
田
え

ん
堤
も
見
学
し
ま
し
た
。

十
勝
川
を
産
卵
の
た
め
に
川
を
遡

っ
て

く
る
大
量
の
鮭
を
こ
こ
で
生
け
捕
り
に
す

る
秋
の
十
勝
な
ら
で
は
の
見
も
の
で
し

た
。
こ
れ
は
ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
に
も
見
せ
て

あ
げ
た
い
で
し
た
。

な
か
な
か
宿
泊
先
の

『
ま
き
ば
の
家
』

に
た
ど
り
つ
き
ま
せ
ん
。
や
っ
と
た
ど
り

着
い
た
と
き
は
真

っ
暗
に
な

っ
て
い
ま
し

た
。池

田
の
人
口
は

一
万
人
に
も
な
ら
な
い

そ
う
で
す
が
、

『
ワ
イ
ン
ま
つ
り
』
の
時

は
人
も
急
に
ふ
え
、
振
や
か
な
池
田
町
と

変
わ

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
札
幌
か
ら
だ

っ

て
ポ
文
協
の
会
員
が
七
名
も
い
っ
て
い
る

ん
で
す
も
の
。

「ポ
ー
ラ
ン
ド
の
諸
都
市

の
伝
説
」
と
言
う
講
演
を
き
き
ま
し
た

が
、

ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
が
こ
の
場
に
い
て
く

れ
た
ら
、
き

っ
と
私
達
に
も

っ
と
違

っ
た

面
で
プ
ラ
ス
に
な

っ
た
と
思
う
と
残
念
で

し
た
。

翌
日
の
午
前
中
は
日
頃
運
動
不
足
の
私

達
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
し
ま
し
た
。

ハ

リ
ー
ナ
さ
ん
だ

っ
た
ら
ど
ん
な
打
ち
方
を

し
た
の
か
し
ら
…
と
思
う
と
今
回
の
突
然

の
ご
病
気
を
恨
み
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
城
の
前
の
小
高
い
芝
生
の
場
所

は
秋
の

『
ヮ
イ
ン
ま
つ
り
』
の
会
場
で

す
。
食
い
し
ん
坊
に
と

っ
て
は
池
田
の
シ

ン
ボ
ル

「十
勝
ワ
イ
ン
」
の
飲
み
放
題
と

牛
肉
の
食
べ
放
題
は
こ
の
う
え
も
な
い
喜

び
で
す
。
池
田
を
豪
快
に
味
わ
え
る
の
が

『
ワ
イ
ン
ま
つ
り
』
で
す
。

池
田
在
住
の
会
員
さ
ん
と
も
ワ
イ
ン
を

飲
み
な
が
ら
楽
し
く
歓
談
の
時
を
も
ち
ま

し
た
。
会
場
の
多
く
の
人
が
ワ
イ
ン
カ

ラ
ー
に
染
ま
る
頃
、
ポ
文
協
の
メ
ン
バ
ー

は
池
田
町
か
ら
新
し
く
会
員
と
し
て
入
会

す
る
と
意
志
表
明
を
し
て
下
さ

っ
た
方
の

お
祝
い
と
会
の
今
後
の
発
展
を
願

っ
て
乾

杯
の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
声
は
会
場

に
響
き
わ
た
っ
た
筈
で
す
。

往
復
と
も
無
事
故
の
安
全
運
転
を
し
て

く
だ
さ

っ
た
霜
田
さ
ん
と
斎
田
さ
ん
に
は

ご
苦
労
さ
ま
と
心
か
ら
感
謝
を
し
ま
し

た
。来

年
こ
そ
は

ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
池
田
に
行

け
る
よ
う
に
健
康

，
―こ
気
を
つ
け
て
ね
。

霜
田
千
代
麿
さ
ん
が
詠
ま
れ
た
俳
句
で

十
勝
の
秋
を
味
わ

っ
て
く
だ
さ
い
。

○
　
十
勝
川
水
に
抗
い
鮭
帰
る

○
　
河
遡
上
い
の
ち
の
果
て
の
秋
の
鮭

○
　
か
ん
酒
や
ま
た
か
ん
酒
や
秋
深
し

PM6:00開 場/PM6:30開 演

入場料/3,000円

チケットは、4プラ・大九・テケットセゾン 道新ブレイガイド●てお求め

■■/ボーランド共和国大籠lg東京,衝大学書榮学31障属音楽■等学校■■気

PM6:30開 場/PM7:00開 演

入場料/3,Ol10円

チケットは、カツルスホールチケットセ″ ―・テケットびあ・チケツトセノン・

童童文イし
'鮨

チケットサービスにてお求め下さい。

安 田 文 子 ピ アノ リサ イタノ

'976月 18日的
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本
年
度
の
総
会
が
昨
年
十

一
月
二
十
八

日

（本
）
午
後
六
時
半
よ
り
、
す
み
れ
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
谷

本

一
之
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
吉
田
宏
前

事
務
局
長
が
、
昨
年
十
月
十
三
日
に
逝
去

さ
れ
た
前
会
長
今
村
成
和
先
生
を
偲
ぶ
ス

ピ
ー
チ
を
行
い
、
会
員
が
黙
祷
を
さ
さ
げ

ま
し
た
。

総
会
は
、
佐
々
木
保
子
氏
の
司
会
で
以

下
の
よ
う
な
順
序
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
一
）

一
九
九
五

‐
九
六
年
度
事
業

お
よ
び
決
算
報
告
、
監
査
報
告

（
二
）

一
九
九
六

‐
九
七
年
度
事
業
計

画
と
予
算

（
三
）
新
年
度
役
員
の
承
認

（
四
）
功
労
賞
の
贈
呈

（五
）
そ
の
他

四
氏
に
功
労
賞

右
の

（
四
）
で
は
、
本
協
会
の
創
設
と

一
九
九
六

‐
九
七
年
度
総
会

懇
親
会
行
わ
れ
る

●

●

●

●

０

●

●

●

●

●

●

●

●

一●

・

・

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
次
の
四
氏

に
対
し
て
、
功
労
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。故

今
村
成
和
殿

遠
藤
道
子
殿

熊
倉
ハ
リ
ー
ナ
殿

吉
田
　
宏
殿

、．　
　
　
　
　
（五
〇
音
順
）

こ
の
あ‥
と
懇
親
会
に
入
り
、
ま
ず
谷
本

一
之
会
長
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
と
乾
杯
が

あ
り
、

つ
い
で
明
上
山
貴
代
氏
に
よ
る

シ
ョ
パ
ン

バ
ラ
ー
ド
Ｏ
Ｔ
５
２
の
演
奏
が

行
わ
れ
た
。
会
食
の
途
中
で
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
語
講
習
会
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン

ド
民
謡
の
合
唱
な
ど
の
飛
び
入
り
も
あ

り
、
に
ぎ
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な

っ

た
。
最
後
に
、
副
会
長
の
遠
藤
道
子
氏
の

挨
拶
と
乾
杯
で
懇
親
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。な

お
、
総
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
の
内

容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

前
年
度
の
主
催
事
業

《
例
会
》

（
一
）
第
二
十
四
回
例
会

「
美
術
講
演
会

ポ
ー
ラ
ン
ド

・
ク
ラ
ク
フ
の
チ
ャ
ル
ト
ル

イ
ス
キ
美
術
館
と
レ
オ
ナ
ル
ド

・
ダ

・

ヴ
ィ
ン
チ
の
作
品
に
つ
い
て
」
、
十

一
月

二
十
五
日

（
土
）
、
北
海
学
園
大
学
国
際

会
議
場

（参
加
者
約
五
〇
名
）
　

・・

（
二
）
第
二
十
五
回
例
会

「ポ
ー
ラ
ン
ド

料
理
を
楽
し
む
会
」
、
十

二
月
二
日

（
土
）
札
幌
市
女
性
セ
ン
タ
ー
料
理
実
習

室

（参
加
者
約
二
〇
名
）

（
三
）
第
二
十
六
回
例
会

「ポ
ー
ラ
ン
ド

時
代
の
シ
ョ
パ
ン
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
∪

を

聴
く
サ
ロ
ン
」
、
二
月
八
日

（金
）
、
か

で
る
２

・
７
研
修
室

（参
加
者
　
約
五
〇

名
）

（
四
）
第
二
十
七
回
例
会

「
談
話
会
ポ
ー

ラ
ン
ド

一
九
九
六
年
五
月
」
、
七
月
二
二

日

（
月
）
か
で
る
２

・
７
研
修
室

（参
加

者
　
約
二
〇
名
）

（五
）
第
二
十
八
回
例
会

ビ
デ
オ
鑑
賞
会

「
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生
」
、
九
月
二
八
日

（土
）
か
で
る
２

・
７
視
聴
覚
室

（参
加

者
　
約
二
〇
名
）

（六
）
第
二
十
九
回
例
会

　

「
第
二
回
北

海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
修
学
旅
行

」

、
　
一
〇

月

五

日

（
土

）
、

六

日

（
日
）
、
訪
問
先
　
池
田
町

「ポ
ー
ラ
ン

ド
の
諸
都
市
の
伝
説
に
つ
い
て
」
の
お

話
、

「
ワ
イ
ン
ま
つ
り
」
参
加

（参
加
者

七
名
）

《
ポ

ー
ラ

ン
ド
語
講
習
会
》

（
一
）
第
二
〇
期
　
一
九
九
五
年

一
〇
月

四
日

（水
）
よ
り

一
〇
週
間

（前
年
度
会

計
処
理
）

（
二
）
第
二

一
期
　
一
九
九
六
年
六
月
二

六
日

（水
）
よ
り

一
〇
週
間

（参
加
者

九
名
）

（
三
）
第
二
二
期
　
一
九
九
六
年

一
〇
月

九
日

（水
）
よ
り

一
〇
週
間

（参
加
者

六
名
）

《
そ

の
他
》

ポ
ー
レ
発
行
　
第
二
二
号

（
一
一
月
九

-4-



7
■

‐′

日
）
、
号
外

三
号

（
二
月

月

一
二
日
）

（計
五
回
）

総
会
　
一
九
九
五
年
十
月

一
一
日

（す
み

れ
ホ
テ
ル
）

運
営
委
員
会
十
月

一
一
日
、　
〓

一月
二
七

日
、
七
月

一
日
、
九
月
二
七
日

（
計
四

回
）本

年
度
の
事
業
計
画

《
主
催
事
業
》

講
演
会
、
音
楽
会
、
映
画
会
、
展
示
会
な

ど

一
〇
周
年
特
別
行
事
を
含
め
て
五
回
程

度創
立

一
〇
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

十

一
月
八
日

（金
）
六
時
三
〇
分
～

か
で
る
２

・
７
ホ
ー
ル

《
後
援
事
業
》

音
楽
会
、
展
覧
会
、
映
画
会
な
ど
を
適
宜

行
う《

ポ

ー
ラ
ン
ド
語
講
習
会
》

初
級
、
中
級
ク
ラ
ス
を
年
間
ニ
シ
リ
ー
ズ

程
度
行
う

《
そ

の

他
》

会
誌
ポ
ー
レ
発
行

（年
間
四
回
）

総
会

一
九
九
六
年

一
一
月
二
八
日

〈
す
み

れ
ホ
テ
ル
）

一
二
月
二
五
日
）
、
第
二

六
日
）
、
第
二
四
号

（七

号
外

（
九
月

一
二
日
）

本
年
度
の
役
員

人
ム

長
　
谷
本

一
之

副
会
長

遠
藤
道

子

運
営
委
員

安
藤

　

厚

・
市
川

恒
樹

薄
井

豊
美

・
小
林

暁
子

國

田

祐
作

・
斎

田

道

子

佐
々
木
保
子

ｏ
霜
田

千
代
麿

高
個
〓
美
保

・
中
島

　

洋

灰
谷

，
慶

三

・
長
谷
川

洋
行

淵

田
・一一仲

二
・
本
間

富
雄

厳親
ギ
書
野
撻

監
査
委
員

富
山
信
夫

二
日
田

、宏

事
務
局
長
　
小
笠
原
正
明

1995‐ 96年度会計決算

決算     内訳 (単位 :円 )

【収入の部】

■会費全額の82961  : タ

寄付 (花摘氏),銀行利子
会費    卿      543脚
その他   ntllXl  ・  23,267

６７，．６７呻
∞
χ

叩
”

６．
８０金帰

細
1,3■ 061

決算     内訳 (単位 :円 )

合計

【支出の部】

141%%“

予算

例舒 回

語学講習会補助 :1“ 697

お茶,その他

ポーレ発遮 葉書

総会補助 :1鴫 540

運営委員会室料

ポー レ製作,発送アルバイ

ト、封筒その他

弔費

卿　ψ螂柳　０・，９３８　柳

50,CKXl

6QIX10

1^,000

100,000

10,∞0

事業費

(仮払い)

連絡費

会合費

事務費

予備費

会
費
納
入
の
お
願
い
　

・・

ポ
文
協
の
活
動
は
、
あ
な
た
の
会
費
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
―

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
の
会
計
年
度
は
十
月
か
ら
翌
年
の
九
月
ま
で

で
す
。　
一
九
九
六
―
九
七
年
度
の
会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
本
誌
と
同

．
　

封
で
請
求
書
と
振
替
え
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

《銀
行
振
込
み
先
》

拓
銀
本
店
　
普
通
預
金

パ
店
番
）
８
い
（
日
座
番
号
）
８
軌
ι
〓

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
事
務
局
長
　
小
笠
原
　
正
明

《郵
便
振
替
え
先
》
　
　
．

８
Ｎ
ｏ
‐
輌
ム
逍
計
　
北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会

′

　

・
３

７５

６．
鰤
騒

Ｑ

９
，帰悔合計 1,419,924

【収入の部】
前年度決算

1,377,091

1996‐ 97年度予算

予算     内訳 (単位 :円 )

搬 淵   預金利子,仮勢 ナ,その他
９０

％

働

鶏他

費

の

会

そ

791ρ 29

617β 79

1,409,308

予算    内訳 (単位 :円 )

６７
Ｚ

Ｓ６７，鴫金ノ‐、計縦
合計   1,17■ 091

【支出の部】

前年度決算

例会 :150,lltXl講 習会 :200,lX10

POLE郵送4回 ,そ の他

総会補助,運営委員会,そ の他

アッレ イヾ ト代 事ヽ務用品

卿̈
卿卿Ш

中螂卿０・，９３８柳

費

費

費

費

費

業

絡

合

務

備

事

連

会

事

予

730,000

679■ 08

・２

７９

，
７

　

，
３

７５

６．金

計

越

小

繰
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今
年
の
二
月
に
、
ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
と

一

緒
に
紋
別
の
グ
ル
メ
料
理
交
流
会
に
誘
わ

れ
ま
し
た
。
紋
別

っ
て
ど
こ
の
と
こ
ろ
と

関
連
づ
け
た
ら
い
い
か
、
さ

っ
ぱ
り
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
日
本
人
の
友

人
に
聞
い
て
み
た
ら
、

「
い
い
ね
、
も
し

か
し
た
ら
流
氷
が
見
ら
れ
る
か
も
」
と
言

う
”
流
氷
？
そ
れ
で
は
、
紋
別

っ
て
札
幌

よ
り
ず

っ
と
寒
く
て
北
か
ら
海
に
直
面
し

て
い
る
と
何
と
な
く
想
像
が
付
き
ま
し

た
。
暖
か
い
マ
フ
ラ
ー
と
帽
子
を
着
て
、

旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。

丘
珠
空
港
か
ら
、
二
人
は
プ

ロ
ペ
ラ
飛

行
機
に
乗

っ
て
か
ら
、
お
よ
そ

一
時
間

後
、
紋
別
に
着
き
ま
し
た
。
驚
い
た
こ
と

に
、
飛
行
機
は
満
席
で
、
二
人
が

一
緒
に

座
れ
る
と
こ
ろ
も
な
か

っ
た
か
ら
、
お

し
ゃ
べ
り
好
き
な
ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
と
ゆ

っ

く
り
話
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

に
、
プ

ロ
ペ
ラ
の
音
で
声
が
あ
ま
り
聞
こ

え
な
い
こ
と
も
あ

っ
た
の
で
、
我
慢
す
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
隣
の
席
に

座

っ
た
日
本
人
の
方
は
、
そ
の
後
、
明
ら

か
に
な

っ
た
が
、
グ
ル
メ
交
流
会
と
同
じ

時
行
わ
れ
て
い
る

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
流

氷
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
参
加
者
で

し
た
。

紋
別
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
同
じ
よ
う
な
気

候
、
風
土
、
生
活
環
境
を
背
景
と
し
た
ア

メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
北
欧
な
ど

北
方
圏
の
国
内
外
の
科
学
者
が
毎
年
の
二

月
、
流
氷
の
渡
来
時
期
に
合
わ
せ
て

（今

年
は
残
念
な
こ
と
に
、
近
く
に
来
て
く
れ

な
か

っ
た
）
紋
別
に
集
ま
り
、
流
氷
や
氷

海
に
関
す
る
研
究
、
調
査
、
発
表
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
市
民
の
多
く

が
参
加
で
き
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り

ま
す
。
私
達
が
誘
わ
れ
た
国
際
グ
ル
メ
交

流
会
は
そ
の

一
つ
で
し
た
。
た
だ
二
人
の

外
国
人
の
参
加
者
に
な
る
と
思

っ
て
緊
張

し
て
い
た
私
は
、
結
局
、
多
数
の
外
国
人

と
国
際
的
雰
囲
気
に
か
こ
ま
れ
る
こ
と
に

な

っ
た
の
で
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

私
達
の
グ
ル
メ
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
始

ま

っ
て
か
ら
、
次
の
日
に
あ
り
ま
し
た
。

グ
ル
メ
料
理
講
習
会
は
豊
か
な
経
験
を

持

っ
て
い
る
ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
に
お
ま
か
せ

に
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
伝
統
的
な
料
理

で
あ
る
電
い３
に

（ご
飯
入
リ
ロ
ー
ル
キ
ャ

ベ
ツ
）
と
特
に
子
ど
も
達
に
人
気
の
あ
る

一３
Ｆ
”
〓

ュ
８
庁

（り
ん
ご
入
リ
ホ
ッ
ト

ケ
ー
キ
）
を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
の
グ
ル
メ
は
十

一
回
で
、
前
に

参
加
し
た
の
は
北
方
諸
国
の
ロ
シ
ア
、
ス

ウ

ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
カ
ナ
ダ
、

ド
イ
ツ
、
中
国
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ロ

バ
キ
ア
な
ど
の
国
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
こ

の
よ
う
な
豊
富
な
伝
統
を
持

っ
て
い
る
紋

別
市
は
グ
ル
メ
に
必
要
な
準
備
万
端
を
整

え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
達
の
プ

ロ
フ
ィ
ー

ル
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
の
情
報
と

ポ
ー
ラ
ン
ド
語

一
ロ
メ
モ
さ
え
入

っ
て
い

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
で
つ
く

っ
て
も
ら

っ

た
の
で
す
。
グ
ル
メ
の
参
加
者
は
当
地
方

の
新
聞
の
募
集
で
選
ば
れ
た
、
約
五
十
人

の
女
性
達
で
、
そ
の
中
の
多
く
は
紋
別
の

主
業
で
あ
る
漁
業
に
携
わ
る
漁
師
の
奥
さ

ん
た
ち
で
し
た
。
家
庭
料
理
が
お
上
手
な

ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
が
ま
も
な
く
そ
の
場
の
波

に
乗

っ
て
、
さ

っ
さ
と
次
か
ら
次

へ
と
説

明
に
は
入
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
す
が
、
通

じ
な
か

っ
た
こ
と
は

一
つ
も
な
か

っ
た
の

で
す
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
家
庭
で
時
間
を
か

け
る
あ
ま
り
に
も
面
倒
臭
い
料
理
の

一
つ

で
あ
る
零
一３
に

で
も
あ

っ
と
い
う
間
に
出

来
上
が
り
ま
し
た
。
今
度
、
自
分
で
作

っ

て
み
よ
う
か
な
と
私
も
思

っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
料
理
の
味
は
皆
に
大
変
ほ
め
ら
れ

た
が
、
そ
の
理
由
は
、

ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
が
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ポ
ト
ラ
ン
ド
の
伝
統
的
な
味
を
日
本
の
好

み
と
う
ま
く
合
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
と

こ
ろ
に
あ
る
と
私
に
は
思
わ
れ
ま
す
。
交

流
が
大
成
功
に
終
わ

っ
た
お
か
げ
で
是
非

も
う

一
度
参
加
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
運
が
良
か

っ
た
ら
、
懐
し
く
お
い

し
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
料
理
を
食
べ
る
機
会

に
ま
た
恵
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

（自

分
で
な
か
な
か
作
る
こ
と
が
出
来
な
い
わ

け
）
。

オ

ホ

ー

ツ
ク
タ

ワ
ー

ヘ

グ
ル
メ
を
終
わ
っ
て
、
今
度
、
市
役
所

の
二
人
の
担
当
者
に
つ
れ
ら
れ
て
、
紋
別

の
観
光
に
出
か
け
ま
し
た
。
最
初
に
見
学

し
た
の
は
、
海
底
か
ら
流
氷
の
様
子
が
観

察
で
き
る
世
界
初
の
氷
海
展
望
塔
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
タ
ヮ
ー
で
し
た
。
こ
の
タ
ヮ
ー

は
、
海
上
三
階
と
海
底
階
に
分
か
れ
、
海

底
か
ら
四
十
六

ｍ
の
高
さ
に
あ
り
、
そ
の

中
で
は
、
か
わ
い
い
ク
リ
オ
ネ
リ
マ
キ
ナ

が
見
ら
れ
る
水
槽
や
映
像
ホ
ー
ル
、
展
示

ホ
ー
ル
な
ど
流
氷
の
神
秘
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
の
後
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
流
氷
科
学
セ
ン
タ
ー
の
マ
イ
ナ
ス
二

十
度
の
厳
寒
体
験
室
で
本
物
の
流
氷
に
触

れ
て
か
ら
、
直
径
十
五

ｍ
の
全
天
周
映
像

ホ
ー
ル
で
流
氷
原
が
映
し
出
さ
れ
上
空
か

ら
見
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
を
視
覚
的
に
体
験
し

ま
し
た
っ
環
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
ガ

リ
ン
コ
号
を
い
う
流
氷
砕
氷
観
光
船
で
し

た
。
砕
　

・
ｔナ
■
流
氷
と
海
水
と
が
織
り
な
す
“

神
秘
的
な
℃
彩
の
模
様
は
、
不
思
議
な
魅

力
を
■
参
て
い
た
が
、
船
に
酔
っ
て
し

ま
った
ュ
■
は
、
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
を

な
か
な
か
穂
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。　

‐ｔ

わ
ず
か
な
三
日
間
で
、
交
流
、
イ
ベ
ン

ト
、
ァ
ト
ウ
ク
シ
ョ
ン
で
、
疲
れ
る
ほ
ど

日
程
が
い
ち
ぱ
い
で
し
た
。
だ
が
、
札
幌

で
の
生
活
に
そ
の
よ
う
な
冒
険
が
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
が
め

っ
た
に
な
い
た
め
、
か

え

っ
て
胸
を
踊
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
素
晴

ら
し
い
思
い
出
を
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
講
習
会
の
お
知
ら
せ

「
す

ぐ

役

に

Υ

つ

」

ポ

ー

ラ

ン

ド

語

【日時】

5月 28日 か ら

毎週水曜日

午後 6時30分 ～ 8時
"分

全10回

【場所】

本L幌市北区北7西5

(目呈言舌  736-3388)

【会費と申し込み】

12.000円 (10回分 )

初回会場にて申し受け

【お問い合わせ】

富山まで

(電話 551-7698)

基 ち 買  旅 初 復
熊  礎 よ い 挨 行 め 習 継
倉  文 つ物 拶 を て さ 続
ハ  法 と の の 計 習 れ の
り や 尋 時 言 画 う る 方
| ポ ね は 葉 さ 方 方

｀

ナ  lる ｀
は れ

｀ ｀

先  ラ と  ｀
る

生  ン き   方
と  ドは   ヘ

美  況
保  な
先  ど
生        

°

が
担
当
さ
れ
ま
す

北 髄 ク リ寿 ャ ンセ ガ
蓋 幸

鷲

｀

峨

―黒
一

轟
―

一二
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最
近
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
物
価

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
新
聞

「ポ
リ
テ
ィ
カ
」
に
、

生
活
物
価

一
覧
が
載

っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ

の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
物
価
は
対
前
年
比
十

六
％
ア
ッ
プ

（
四
十
品
目
平
均
）
で
、
月
収
は

二
十
三
％
ア
ッ
プ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

表
の

「
月
収
で
購
入
で
き
る
量
」
か

ら
平
均
所
得
水
準
の
実
態
と
推
移
を

見
当
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。

（富
山
）

ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館

一
時
移
転

ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
大
使
館
が
建

て
直
し
の
た
め
、　
一
時
移
転
し
ま
し

た
。
完
成
ま
で
数
年
か
か
る
予
定
で

す
。（住

所
）
〒
〓
∞
　
東
京
都
港
区

一品
輸
４
の
５
の
１
４

オ
ー
ク
ホ
ー
ム
ズ

お
話
と
ピ
ア
ノ

ー

シ

ョ
パ

ン

に

つ

い

て

（仮
題
）
―

【
日
時
】
　

七
月
十

一
日

（金
）
午
後
六
時

【
会
場
】
　

か
で
る
２

ｏ
７
　
特
別
研
修
室

【
お
話
】
　

一二
浦
　
洋

第
二
十
六
回
例
会
■
ボ
ー
ラ
ン
ド
時
代
の
シ
ョ
パ
ン
と
題
し
て
、

会
員
の
三
浦
さ
ん
に
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
好
評

で
、
次
回
も
と
い
う
声
が
た
く
さ
ん
届
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
ピ
ア
ノ
を
用
意
し
、
シ
ョ
パ
ン
の
曲
を
楽
し
み
な
が

ら
、
お
話
を
伺
う
予
定
で
す
。
詳
細
は
次
号
ポ
ー
レ
で
。

「ポ
ー
レ
」
編
集
委
員
会

小
笠
原
正
明

。
斎
田
道
子

佐
々
木
保
子

・
安
田
誠
子

〔連
絡
先
〕

いは
‐葛
器

（斎
田
）

ノヽ  ン   kg   92   418
牛 予L   `   42  919
ノヽターー   2508      88     438

砂 糖   k8   92  418
牛肉骨付  k8  378  102
豚ロース  k8  588   65
ソーセージ k3  286  135
馬鈴薯   k3   15  2626
リンゴ  k8   55  707
オレンジ  k8  134  287
コーヒー 1008   76  511
ウォッカ 0.5`  559  69
チョコレート1008  59  656
婦人美容室 日  1050   37
紳士背広服 着 21000  1.8
冷蔵庫 (230`〕 台 52500  0.7
カラーテレビ(21]台  39900   1.0

映 画   日  336  ‖5

新 聞   薔 =42～84  690

品 物 市価 (1996)月 収で購入できる量

円' 196  惨]'95 '86～ 88

536    524

833   1224

441    209

441    275

100    109

75     49

136    171

1250   1004

500    288

300     47

395     65

61     26

536    106

47     58

1.9  2.4

0.6  0.6

0.8  0.1

125    77

573   2185

市営交通  口 21～42  1379  _ 1407 2532

[=L〕 POLITYKA(1997. l. 11} より

円1算
°
 lzオ=42円 として (2.87z:=1ド ル=1201)

第
二
十
回
例
会
お
知
ら
せ
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